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南魚沼市
◎

魚沼市

累計の降水量

下図は、平成23年7月27日10：00 から平成23年7月31日9：00

の４日間の降水量を累積し、色別に表した等雨量線図です。

信濃川河川事務所管内での特徴として、前線による猛烈な雨は、

魚野川に合流する三国川沿いの南魚沼市清水瀬地先において、

同じ時間帯の４日間で６４２mmもの雨を降らせました。これは、４日

間で１年間に降る雨の約３割が降ったことになります。

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

平成２３年７月新潟・福島豪雨の特徴

平成23年7月28日から30日にかけて、前線が日本海から新潟

県付近に停滞したことにより、猛烈な雨が降る状況が数日にわたっ

て続きました。このため、河川の増水により堤防の決壊のおそれな

ど、危険な状況が続き、床下・床上浸水の被害も発生しました。

平成２３年７月新潟・福島豪雨

図 色で区分した累積の降水量（等雨量線図）（総雨量 7/27 10：00 ～ 7/31 9：00の累計）

短時間の降雨強さと時間経過による降雨状況

下図は、気象レーダ観測による１時間毎の降水量を色で

表したものです。１時間に100mm以上の猛烈な雨が、断

続的、長時間にわたり降り続いたことが分かります。

も う れ つ

平成23年7月28日6:00 平成23年7月28日20:00

平成23年7月30日18:00平成23年7月30日3:00平成23年7月29日21:00

平成23年7月29日6:00

て い た い

も う れ つ

図 色で区分した１時間当たりの降水量（代表的な時間を抜粋）

と う う り ょ う せ ん ず

最 大 １ 時 間
あたり降水量

観測所名は「五十沢」※１

※水位などの観測値は速報値であるため、 今後変
更になる可能性があります。
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※１

１年間に降る雨（平均年降水量）は
約2,250mmで2004年から2009年
の平均値。
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位置図

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

大河津分水路・信濃川・魚野川における降雨・水位などの特徴

豪雨による水位上昇で観測

史上１位を記録した魚沼市堀

之内をはじめ、各地で記録的

な水位を観測しました。平成

16年７月新潟・福島豪雨と同

様に水位上昇の山が２つある

水位変化の傾向でした。

１時間あたりの降水量が

121mmを記録した十日町市

をはじめ、各地でも非常に激し

い雨を観測しました。

降雨・水位等の特徴

う お ぬ ま し ほ り

堤防

避難判断の参考の
一つとなる水位。

避難判断
水位

河川の水があふれ
る恐れのある水位。

はん濫
危険水位

水防団が水防活動
の準備を始める目
安となる水位。

水防団
待機水位

水防団が出動して
水防活動を行う目
安となる水位。

はん濫
注意水位

堤防などを作る際
に洪水に耐えられ
る水位として指定す
る最高の水位。

計画
高水位

説 明水位名称

１

２
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意
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３
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戒
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４
（
危
険
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大河津

図 大河津 過去の洪水との水位変化比較

【大河津水位観測所】

大河津水位観測所では、“はん濫危険水位”

を超える時間帯がありました。そして、“計画高

水位”に約２０ｃｍと迫る程、水位が上昇しました。
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図 長岡 過去の洪水との水位変化比較
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【長岡水位観測所】

長岡水位観測所では、“はん濫危険水位”に

迫る水位まで上昇し、数年ぶりに河川敷にまで

洪水があがりました。
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降水量 1時間

あたり
降水量

【十日町雨量観測所】（気象庁）

7/29の19:51～20:51までの１時間で121mm

の猛烈な雨を観測しました。この降水量で人の

受けるイメージは、「息苦しく圧迫感が

あり、恐怖すら感じる」ようなイメージで

す。

図 十日町 1時間あたり降水量と累計降水量

累計
降水量
（mm）

7/29 19:51～20:51
1時間あたり121mm

※水位などの観測値は速報値であるため、 今後変
更になる可能性があります。

※ここに記載の”はん濫危険水位“及び”避難判断水
位“はH24.3.31までの設定水位であり、現在の設定
水位とは異なる箇所があります。
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小千谷

図 小千谷 過去の洪水との水位変化比較

【小千谷水位観測所】

小千谷水位観測所では、急激な水位上昇を

観測し、 “はんらん危険水位”を超えました。
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堀之内
【堀之内水位観測所】

計画高水位を超え、観測史上最大の水位を

観測しました。過去の洪水と比較しても飛び抜

けて水位が高い事がわかります。

図 堀之内 過去の洪水との水位変化比較
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図 小千谷観測所における降水量と水位の変動
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0
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降水量

上の写真と同じ場所
で約７時間後に撮影。

水位低下により洪水で
見えなくなっていた橋が
水の中から現れました。

小千谷自動車学校の浸水状況。

信濃川へ合流する茶郷川の内水
（河川に排水できずにはん濫した
水）被害で自動車学校の教習コー
スが浸水しました。

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

小千谷市（信濃川）における降雨・水位などの特徴

小千谷市元町地先にある信濃川の小千谷観

測所では、“はん濫危険水位”を超え観測史

上第２位を記録しました。これは、現況の堤防

高さにあと1.5ｍとせまる危険な水位でした。

水位は、７月２９日の２２時から２３時までの１

時間で138cmも急上昇しました。

堤防の住宅地側では、激しい雨により床下・

床上浸水や道路の浸水等、内水（河川に排

水できずにはん濫した水）被害が生じました。

降雨・水位の特徴位置図

旭橋上流の左岸から下流方
向を撮影した洪水の状況。

写真を撮影した時間帯は、バ
ケツをひっくり返したような雨が
降っていました。

お ぢ や し も と ま ち

図 左岸（下流に向かって左側）断面図
（横幅に比べて縦幅を10倍に強調）

堤
防

7/28の４時頃の水位か
ら今回の洪水の最高水
位を記録した7/30の７
時半頃を比べると約
6.7mも水位が上昇して
います。

住
宅
地
側

湯殿川樋門

信濃川の水位上昇
により湯殿川の水を
信濃川に流せなく
なったため、ポンプ
により排水しました。

湯殿川樋門

旭橋

図 過去の最高水位の上位10位
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平成23年7月30日 7時頃

平成23年7月30日 14時頃

平成23年7月30日 10時頃

７／２８ ４時の水位

今回の洪水の最高水位 はん濫危険
水位を超え

ました

水位が最大で
1時間あたり

138cmも急上昇

※水位などの観測値は速報値であるため、 今後変
更になる可能性があります。

※ここに記載の”はん濫危険水位“及び”避難判断水
位“はH24.3.31までの設定水位であり、現在の設定
水位とは異なる箇所があります。
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堀之内観測所を撮影。

水位が上昇し、堀之内観
測所がもう少しで濁流にの
み込まれそうな様子。

この後も、堀之内観測所
は水位を観測し続けまし
た。

右岸から左岸側を
撮影。

水位が上昇し、橋桁
に届きそうな様子。

信濃川へと合流する西又川の内水（河
川に排水できずにはん濫した水）被害
が生じました。堀之内病院では駐車場
が浸水し自動車が水に浸かりました。
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平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

魚沼市堀之内（魚野川）における降雨・水位などの特徴

魚沼市堀之内地先にある魚野川の堀之内

観測所では、“はん濫危険水位”を約10時間

超える状態が続き、さらに“計画高水位”も超

え、水位は観測史上第１位を記録しました。

水位は、7月30日の3:50～4:00までの10分

間という短い時間で41cmも急上昇しました。

降雨は、最大で１時間に64mmという激しい

雨を記録し、堤防の住宅地側では、内水（河

川に排水できずにはん濫した水）被害も生じま

した。

降雨・水位の特徴位置図
う お ぬ ま し ほ り の う ち
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図 過去の最高水位の上位10位
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7/28の４時頃の水位か
ら今回の洪水の最高水
位を記録した7/30の５
時40分頃を比べると約
4.9mも水位が上昇して
います。

図 左岸（下流に向かって左側）断面図
（横幅に比べて縦幅を10倍に強調）
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図 堀之内観測所における降水量と水位の変動
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平成23年7月30日 7時頃

平成23年7月30日 7時頃

７／２８ ４時の水位

今回の洪水の最高水位

水位が最大で
10分あたり41cm

も急上昇

※水位などの観測値は速報値であるため、 今後変
更になる可能性があります。
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う お の が わ ほ り の う ち

か ん そ く じ ょ らん

こ じ ょ う た い け い か く こ う ず い い こ

か ん そ く し じょう

き ゅ う じ ょ う し ょ う

はげ

な い す い

は い す い らん ひ が い

こ う う



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

洪水の記録（長岡市・燕市） 【大河津分水路】

大河津分水路河口付近、右岸側か
ら野積橋方向の下流を撮影。

濁流が勢いよく日本海へ流れ出し
ています。

長岡市寺泊野積

《 野積橋 》

大河津分水路河口付
近、野積橋より上流
を撮影。

上流での降雨により
増水し、濁流が激しく
押し寄せています。

日本海

野積橋

燕市渡部

大河津分水路、夕ぐ
れの岡付近。右岸か
ら左岸側を撮影。

増水し、川幅いっぱ
いに水が流れていま
す。

上の写真と同じ場所から撮影。

水が引くと、大河津分水路の流れ
が草に隠れて見えない位に水位が
下がりました。

燕市渡部

《 渡部橋 》

大河津分水路に架か
る渡部橋付近を右岸
から撮影。

水位が上昇し、河川
敷まで水に浸かって
います。また、渡部橋
の橋桁に水がせまっ
ています。

上の写真と同じ場所から撮影。

水位が下がり、増水時には見えなく
なっていた河川敷内の田んぼが姿を
現しました。

渡部橋

渡部橋

長岡市寺泊新長・燕市野中才

《 ＪＲ越後線・信濃川分水橋梁 》

大河津分水路に架かるＪＲ越後線の信濃川分水橋梁を右岸側から撮影。

増水し、橋桁まであと少しと水がせまっています。堤防の取付部分は水防
団や国土交通省により川の水があふれないように土のうなどを積みました。

ＪＲ越後線
信濃川分水橋梁

写真撮影時に建設中だった大河津可動堰を右岸側から撮影。

完成間近だった大河津可動堰は、増水により濁流にのみ込まれまし
たが、平成23年11月23日に通水式を迎えることが出来ました。

燕市五千石

《 大河津可動堰 》

大河津可動堰

長 岡 市

燕 市

116

402

左岸堤防

右岸堤防

平成23年7月30日 13時頃

平成23年7月30日 12時頃

平成23年7月30日 12時頃

平成23年8月2日 12時頃

平成23年7月30日 14時頃 平成23年7月30日 14時頃

平成23年7月30日 12時頃

平成23年8月2日 12時頃



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

洪水の記録 （長岡市） 【信濃川】

長 岡 市

8

8

長岡市与板町与板・並木新田

《 与板橋 》

与板橋

信濃川に架かる与板橋を右岸から撮影。 信濃川が増水し、
河川敷が見えなくなりました。また、川幅いっぱいに水が流
れています。

17

長岡市渡場町・蔵王町

《 蔵王橋 》

信濃川に架かる蔵王橋を左岸側から撮影。

河川敷にある長岡市民スポーツ広場が水に浸かっている
状況。野球場のバックネットが水に浸かっています。

蔵王橋

バックネット

長岡市大島町他

《 長生橋 》

長岡市妙見町

《 妙見堰・越の大橋 》

長岡市緑町・草生津町

《 大手大橋 》
大手大橋

大手大橋付近の信濃川河川公園を左岸側から撮影。

河川敷にある信濃川河川公園は撮影当時、長岡祭りの花
火会場として準備中でした。河川敷まで水に浸かり、仮設ト
イレなどが流されました。

妙見堰

信濃川に架かる長生橋を左岸側から撮影。

長岡祭りの花火会場として準備中でしたが、河川敷まで水
に浸かり、仮設トイレなどが流されました。

妙見堰・国道１７号越の大橋付近を右岸側から撮影。

妙見堰の手前に見える転落防止柵が濁流にのみ込まれる
ほど水位が上昇しました。

長生橋

妙見堰の奥が
国道17号
越の大橋

柿川が信濃川へと合流する付近で、
右岸側から下流方向を撮影。

この場所は、平成２２年度に河川改
修が行われた場所で、コンクリート
で出来た特殊な堤防（特殊堤）など
を整備しました。

長岡市西蔵王二丁目

（柿川と信濃川の合流部）

右上の写真とほぼ同じ
位置から撮影。

水で隠れていた護岸が
姿をあらわしました。

右上写真
での水位

特殊堤

関

越

道

北
陸

道

平成23年7月30日 12時頃

平成23年7月30日 12時頃 撮影日時不明 平成23年7月30日 11時頃 平成23年7月30日 9時頃

平成23年7月30日 11時頃

平成23年7月31日 14時頃



平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

洪水の記録 （長岡市内）

長岡駅

平潟神社

長生橋

殿 町

長岡市内は、激しい雨の

ため、内水（河川に排水で

きずにはん濫した水）被害

が生じました。

柿川周辺や長岡駅前な

ど、長岡市内各地で浸水し

ました。
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上越新幹線

長岡駅

1時間あたり
降水量
（mm）

7月28日H23 7月29日 7月30日 7月31日

図 長岡 1時間あたり降水量と累計降水量

累計
降水量
（mm）

累計
降水量

1時間
あたり
降水量

平成23年7月30日 12時頃

平成23年7月30日 11時頃 平成23年7月30日 11時頃 平成23年7月30日 11時頃 平成23年7月30日 10時頃

平成23年7月30日 11時頃

撮影日時不明

大手大橋

長岡駅

平成23年7月30日 10時頃

はげ

な い す い は い す い

ら ん ひ が い

か き が わ し ゅ う へ ん

し ん す い

な が お か

な が お か

な が お か



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

洪水の記録 （小千谷市～長岡市川口） 【信濃川・魚野川】

17

117

291

403

小千谷市ひ生・東栄二丁目

《 旭橋 》

旭橋付近の信濃川右岸
堤防から住宅地側を撮影。

信濃川に合流する表沢川
の内水（河川に排水でき
ずにはん濫した水）により
住宅が浸水しました。

信濃川に架かる旭橋付近。右
岸から左岸側を撮影。

信濃川が増水し、濁流となって
流れ、旭橋の水が橋桁まで迫
るほど水位が上昇しました。

旭 橋

長岡市西川口

《 ＪＲ魚野川橋梁・旧川口橋 》

長岡市川口牛ヶ島付近。
左岸側から上流方向を
撮影。

信濃川の水位上昇によ
り、砂利プラントが水没
しました。

長岡市川口牛ヶ島

小千谷市の上片貝付
近。右岸側から下流方
向を撮影。

信濃川の水位が上昇
し、住宅地まであと少
しとせまりました。

小千谷市上片貝

ＪＲ東日本
小千谷発電所

小千谷市千谷

《 千谷工業団地 》 小千谷市に
ある千谷工
業団地内を
撮影。

信濃川に合
流する茶郷
川 の 内 水
（ 河 川 に 排
水 で き ず に
は ん 濫 し た
水 ） 被 害 が
生じました。
自動車が水
に 浸 か っ て
います。

堤防

魚野川に架かるＪＲ飯山線の魚野川橋梁と撤去中だった旧
川口橋付近。架け替えた川口橋から上流を方向を撮影。

魚野川の水位が上昇し、写真撮影時は撤去中だった旧川
口橋の橋桁まで水が迫っています。

ＪＲ飯山線
魚野川橋梁 撤去中の

旧川口橋

ＪＲ飯山線
魚野川橋梁

県
道

長岡市西川口付近。魚野川の上流方向
を撮影。

写真よりも上流で一部堤防が低くなって
いる箇所があり、そこから水があふれて
住宅地などが浸水しました。魚野川と住
宅地の水位は、ほぼ同じくらいでした。

長岡市立川口小学校
付近を撮影。

魚野川の堤防からあ
ふれた水により川口小
学校が浸水しました。

関

越

道

平成23年7月30日 10時頃

平成23年7月30日 9時頃

平成23年7月30日 8時頃

平成23年7月30日 8時頃

平成23年7月30日 12時頃

平成23年7月30日 8時頃

平成23年7月30日 9時頃

平成23年7月30日 9時頃

川口小学校



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

洪水の記録 （長岡市川口～魚沼市） 【魚野川】

17

252

魚 沼 市

長 岡 市

魚沼市堀之内

魚沼市竜光

魚沼市堀之内・根小屋

《 根小屋橋 》

左下の写真撮影箇所か
ら住宅地側を撮影。

内水（河川に排水できず
にはん濫した水）により
住宅が浸水しました。

左岸側の堀之内観測所
を撮影。魚野川の濁流と
流木により、観測所がの
み込まれそうな状況。

平成23年7月30日 8時頃

平成23年7月30日 7時頃

平成23年7月30日 7時頃

堀之内
観測所

根小屋橋

根小屋橋付近、右岸側
から撮影。

魚野川の水位上昇によ
り、根小屋橋の橋桁に水
が浸かりそうな状況でし
た。

信 濃 川 へ 合 流
する芋川の合流
部 か ら 約 500m
上流で撮影。

はん濫により住
宅が浸水しまし
た。

関越自動車道

魚野川と大
沢川の合流
部付近、上
流方向を撮
影。

魚野川のは
ん濫により、
国道17号が
浸水し、通
行止めにな
りました。

魚沼市下島

上の写真撮影位置から
約500m位湯沢よりの画
像。

国道17号は完全に浸水
しました。

国道17
号

至 湯沢町

国土交通省
堀之内除雪
ステーション

国
道
17
号

至 湯沢町

国道17号で
長岡市方向
を撮影。

魚野川のは
ん濫により
国道17号が
浸水しまし
た。

魚沼市下島

国
道

17
号

至 長岡市

堤 防

平成23年7月30日 9時頃

上の写真撮影箇所から
約200m位湯沢よりから
撮影。

周辺の住宅、田んぼなど
が浸水しました。

国道17号

至 長岡市

平成23年7月30日 9時頃

堤 防

長岡市川口中山・川口和南津

《 和南津橋 》
魚野川に架
かる国道17
号和南津橋
付近、右岸
側から上流
方向を撮影。

魚野川の濁
流が、和南
津橋に直撃
しています。

国道17号
和南津橋

和南津橋より約300m下
流の左岸を撮影。

魚野川のはん濫により、
住宅や車庫などが浸水
しました。

平成23年7月30日

平成23年7月30日 8時頃

平成23年7月30日 8時頃

関
越

道



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

洪水の記録 （南魚沼市） 【魚野川】

南魚沼市

17

17 南魚沼市

291

291

南魚沼市六日町・坂戸

《 坂戸橋 》

魚野川に架かる坂戸橋付近、右岸から左岸側を撮影。

水位が上昇し濁流が流れています。河川敷が見えなくなる
ほど水位が上昇しました。

南魚沼市奥・津久野

《 八海橋 》

魚野川に架かる八海橋付近、左岸から右岸側を撮影。

八海橋は架け替え工事中でした。上流で降った雨は、濁流
となって流れています。

南魚沼市浦佐

《 多聞橋 》

魚野川に架かる多聞橋付近、
右岸から左岸側を撮影。

洪水が橋桁まで届きそうな位
に水位が上がりました。

橋脚にあたった洪水がせり上
がり、一部橋桁に届くような状
況でした。

多聞橋

ＪＲ浦佐駅

多聞橋の上より
上流方向を撮影。

洪水が川幅いっ
ぱいに濁流となっ
て流れています。

浦佐大橋

坂戸橋
新 八海橋

現 八海橋

関越自動車道

※

※平成24年5月現在

多聞橋付近の右岸堤防の上から住宅地側を撮影。

内水（河川に排水できずにはん濫した水）により住宅が浸
水しました。

多聞橋

関

越

道

南魚沼市浦佐、住宅地の状況

内水（河川に排水できずにはん濫した
水）により住宅が浸水しました。

南魚沼市浦佐

上越新幹線
長岡方向 湯沢方向

左の写真と同じ付近で
撮影。

内水（河川に排水でき
ずにはん濫した水）によ
り住宅が浸水しました。
写真右方向には上越新
幹線の浦佐駅がありま
す。

関

越

道

魚野川に架かる坂戸橋
の上から下流方向（六
日 町 大 橋 方 向 ） に 向
かって撮影。

川幅いっぱいに水が流
れています。

六日町大橋

南魚沼市六日町・坂戸

《 六日町大橋 》

六日町大橋

坂戸橋

撮影日時不明

撮影日時不明

撮影日時不明

平成23年7月30日 6時頃

平成23年8月11日 10時頃

平成23年7月30日 6時頃

撮影日時不明

平成23年7月30日 6時頃

平成23年7月30日 6時頃



平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

豪雨のつめあと（長岡市・魚沼市） 【魚野川】

小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

17

関
越

道

魚沼市

長岡市
（川口）

252

長岡市川口和南津

《 和南津橋付近 》

断面図

長岡市川口中山

《 和南津橋付近 》

魚野川に架かる和南津橋の橋台取付部分（魚野川右岸側・上流側）
にあるコンクリートブロック積が、洪水の激しい勢いで壊れました。

和南津橋

洪水時の状況

和南津橋

魚野川に架かる根小屋橋より上流
付近、左岸側の河川敷から上流に
向かって撮影。

洪水により流れてきた流木が、排水
門に大量に引っかかりました。

排水門である“堀之内
第 二 樋 管 “ に 引 っ か
かった流木の状況。流
されてきた流木の幹は、
洪水の勢いにより皮を
むかれ、枝も無い状態
です。洪水の威力を物
語る状況です。

魚沼市堀之内

激 し い 流れ
で 洗 い 流 さ
れました

コンクリート
ブロック護岸

根固めブロック

倒壊した
護岸

魚野川に架かる和南津橋の下、上流に向かって撮影。

河川敷が洪水の激しい流れにより洗い流されました。

和南津橋

上越新幹線
魚野川橋梁

洗い流された
河川敷

河川敷

洪水時の状況

和南津橋 洪水時は
濁流が激
しく流れて
いました。

左下の写真
撮影箇所

魚沼市堀之内

《 堀之内観測所 》

鉄製の転落防止柵
が折れ曲がる程の
洪水のエネルギー
でした。

洪水時は、
濁流が激
しく流れて
いました。

平成23年7月30日 8時頃

洪水時の状況

堀之内観測所は、洪水により流されそ
うなほど水位が上昇しましたが、水位
計はその機能を保ち続け、水位を観測
し続けました。しかし、転落防止柵など
が壊れたり、流木が引っかかったりしま
した。

折れ曲がった
転落防止柵

柱に引っか
かった流木

堀之内第二樋管

堀之内観測所

堀之内第二樋管

流されてきた流木

平成23年7月30日 16時頃

平成23年7月30日 9時頃

撮影日時不明

平成23年7月30日 8時頃

平成23年7月30日 16時頃

平成23年7月30日 16時頃

平成23年8月1日 17時頃

平成23年8月1日 17時頃

もともとの地形

洪水後の地形



平成２３年７月新潟・福島豪雨

新潟・福島豪雨がもたらした降雨の状況

豪雨のつめあと（魚沼市・南魚沼市・十日町市） 【魚野川・信濃川】

小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

17

関
越

道

魚沼市

117

253

十日町市

十日町市を流れ
る羽根川の信濃
川に合流する付
近で撮影。

堤防が洪水によ
り削られました。

応急対策として、
これ以上堤防が
削られて決壊し
ないように大型
の土のうなどを
設置しました。

流れにより削
られた堤防

堤 防

十日町市小黒沢

断面図
もともとの地形

堤 防

洪 水 に よ り
洗い流され
ました

洪水後の地形

河川敷部分が洪
水の勢いで洗い
流されました。

水が溜まっていて
わかりづらいです
が、洪水により掘
れ た 深 さ は 約
１．８ｍあります。

南魚沼市五箇

もともとの地形

洪水後の地形

コ ン ク リ ー ト
ブロック護岸

断面図

洪 水 に よ り
洗い流され
ました

約１．８ｍ

魚沼市大石

魚野川の魚沼市大
石付近、左岸側下
流方向を撮影。

洪水により、局所的
に堤防などが洗い
流されました。

断面図

洪 水 に よ り
洗い流され
ました

もともとの地形

洪水後の地形

洗掘深さ約２ｍ

堤 防

魚沼市堀之内

《 根小屋橋付近 》

魚沼市堀之内の根
小屋橋の下、左岸
側下流に向かって
撮影。

河川敷が洪水の勢
いにより洗い流され
ました。また、コンク
リートブロック護岸
の裏側も洗い流さ
れる被害を受けま
した。

壊れて流された
コンクリート
ブロック護岸

コンクリート
ブロック護岸

洗掘深さ約２ｍ

洗い流された
河川敷

根小屋橋

断面図

洪 水 に よ り
洗い流され
ました

もともとの地形

洪水後の地形

コ ン ク リ ー ト
ブロック護岸

撮影日時不明

平成23年8月1日 13時頃

平成23年8月1日 13時頃

平成23年7月30日 15時頃 平成23年7月30日 16時頃

八色大橋

洪水時の
推定水位

左写真撮影時
の水位

洪水時の
推定水位

洪水時の
推定水位

河川敷



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

日本海

左の平常時

の写真と比較

すると、今回

の豪雨のすさ

まじさがわか

ります。

平常時には

見える「第二

床固め」が濁

流 に の み 込

まれて見えま

せん。

平成２３年７月新潟・福島豪雨

洪水等による水の災害防止対策（ハード対策）

大河津分水路の役割

位置図

大河津分水路は、信濃川から分かれて日本海

へ注ぐ川で、人間によって造られた人工河川です。

たび重なる信濃川のはん濫被害により、大河津

分水路が造られることになり、明治３年に工事が

始まり、大正15年に竣工しました。

大河津分水路のしくみ

平常時や洪水時などのケースに応じて、“大

河津洗堰”と“大河津可動堰”と呼ばれる２つの

堰を操作し、大河津分水路、信濃川それぞれ

へ流れる水の量を調節しています。

平成23年7月
新潟・福島
豪雨での

対応

図 大河津洗堰・可動堰の操作イメージ

今回豪雨の状況

大河津分水路の歴史

大河津分水路が果たした役割

今回の豪雨は、新潟市や三条市を始めとした大河津分水路より下流域でも平成

１６年７月新潟・福島豪雨を超える記録的な洪水を記録しましたが、上流からの洪水

を大河津分水路へ全て流したため、下流域の被害を最小限にすることができました。

最近では、老朽

化などの問題から、

大河津可動堰・大

河津洗堰の改築

（造り替え）が行わ

れています。

平 常 時 は

「 第 二 床 固

め」の真ん中

部分だけ水が

流れています。

右の今回豪

雨時と比べる

と、穏やかに

水が流れてい

ます。

平常時の状況
第二床固め 第二床固め

日本海

“可動堰”（大河津分水路）の
下流へは“洗堰”分を除く全て
の水を流します。

• 通常の場合
• 上流のみ洪水の場合

大
河

津
分

水
路

信 濃 川

“可動堰”（大河津分水路）の
下流へ信濃川の水を全て流
します。

下流への洪水被害を生じさ
せないため”洗堰”（信濃川）
の下流へは水を流しません。

閉開

閉開

閉開

平成23年7月30日13時頃

”洗堰”（信濃川）の下流へは
生活用水や農工業用水とし
て１秒間に270立方メートル
の水を流します。

洗堰 閉開

可動堰

洗堰

可動堰

大
河

津
分

水
路

信 濃 川

• 下流が洪水の場合

河
川

敷

燕 市

大河津可動堰

大河津洗堰

116

402

長 岡 市

撮影日時不明

お お こ う づ ぶ ん す い ろ

お お こ う づ ぶ ん す い ろ

つ く じ ん こ う か せ ん

らん ひ がい お お こ う づ

ぶ ん す い ろ つ く

し ゅ ん こ う

ろう きゅう

か

お お こ う づ か ど う ぜ き お お

こ う づ あらい ぜき か い ち く

つ く か

お お こ う づ ぶ ん す い ろ

ご う う に い が た し さ ん じ ょ う し お お こ う づ ぶ ん す い ろ か り ゅ う い き

ご う うに い が た ふ く し ま こ

お お こ う づ ぶ ん す い ろ すべ か り ゅ う い き ひ が い

お お こ う づ ぶ ん す い ろ

へ い じ ょ う じ おお

こ う づ あ ら い ぜ き お お こ う づ か ど う ぜ き

お お こ う づ ぶ ん す い ろそ う させ き

第二床固め



小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

洪水等による水の災害防止対策（ハード対策）

小出・西小出地区河川改修事業

位置図

小
出

地
区

改
修

【S49～
H5】

西小出改修（河道掘削）【H22】

河川改修事業の概要と効果

河川改修事業の航空写真

河川改修事業（小出地区）の横断図
小出地区は、魚野川の中でも特に川幅が狭い場

所でした。このため、過去には、洪水により床下・床

上浸水などの被害が発生しています。国土交通省

では、昭和４９年から平成５年にかけて川幅を最大

約２倍に拡幅する大規模な河川改修を行っていま

す。また、平成２２年には河道掘削（河川内に堆積

した土砂を掘削）などを行いました。

平成23年7月新潟・福島豪雨では、川幅を拡幅

していたことや、河道掘削により、洪水をたくさん流

せるようになっていたため、小出地区の最高水位を

低下させ、魚野川の氾濫を防ぐことができました。

西
小

出
改

修
（築

堤
）【H22】

昭和55年
9月撮影

小
出

駅

平成18年撮影

17

252

252
魚 沼 市

17

西小出地区 ： 河川改修事業（河道掘削）

掘削範囲

掘削範囲

掘削前

掘削後

掘削高
約４m

過去の洪水の記録
改修前の洪水の状況（写真の上・下）

過去の洪水では、魚野川のはん濫によ
り住宅地が浸水しました。

河道掘削によ
り、川の水をた
くさん流せるよ
うになりました。

川幅約90m

川幅約180m

昭和56年8月23日撮影

昭和53年6月撮影

図 河川改修の断面図 （横幅に比べて縦幅を10倍に強調）

92.79m 今回の洪水の最高水位

改修前の地形（S56当時）

ＪＲ
上越線

93.40m 観測史上最大の洪水（昭和56年）の最高水位

改修後地形

改修前地形

現在の地形

河川改修に
より川幅を
広げました

計画高水位 92.781m

関
越

道

か せ ん か い し ゅ う じ ぎ ょ う が い よ う

こ い で う お の が わ か わ は ば せ ま

し ん す い ひ が い こく ど こう つう しょう

か わ は ば

か く ふ く だ い き ぼ か せ ん か い し ゅ う

か ど う く っ さ く た い せ き

ど し ゃ く っ さ く

か わ は ば か く ふ くに い が た ふ く し ま ご う う

か ど う く っ さ く

こ い で

う お の が わ は ん ら ん

か せ ん か い し ゅ う じ ぎ ょ う こ う く う

か せ ん か い し ゅ う じ ぎ ょ う こ い で お う だ ん ず



平成２３年７月新潟・福島豪雨

洪水等による水の災害防止対策（ソフト対策）

洪水などによる水の災害防止

洪水等による災害を防ぐには？

水防活動

水害から生命や財産を守るため、河川改修とし

て堤防を造るなどのハード対策が進められていま

すが、多くの費用と長い期間が必要なため、まだ

まだ水害を根絶するにはいたっていません。

洪水等による災害を防ぐには、河川改修などの

ハード対策を進めるだけではなく、被害を最小限に

抑えるために“水防活動”、“防災情報の提供”、

“避難誘導”など、ソフト対策も充実させる必要が

あります。
知事・各地域
振興局など

市町村水防団

避難指示

信濃川河川事務所
新潟地方気象台など

洪水予報等

緊急時指示

洪水予報等
水位または流量
水防警報
緊急時指示

水位の通報
決壊の通報

水防警報

洪水予報等
水位又は流量
水防警報
緊急時指示

役割分担・水防責任

「水防法」という法律では、水の

災害を防止するための規定を定

め、分担して果たすべき役割・義

務などを規定しています。

古くから村落等を中心とする伝

統的な自治組織により水防活動

が行われてきました。このような

歴史的経緯もあり、水防法では、

水防活動の主体は市町村（水防

管理団体）であり、水防責任を有

すると決められています。

国新潟県

危険箇所の連絡
水位の通報
決壊の通報

住 民
洪水予報等

水防本部

図 水の災害防止対策の分類イメージ

水の災害
防止対策

ハード
対策

ソフト
対策

水防活動

防災情報提供

避難誘導

洪水防御対策
河川改修
ダム建設など

図 水の災害防止における義務と役割分担のイメージ

水防管理団体

ブロック投入工法

図 さまざまな水防工法の中での一例

川の流れが堤防にあ
たり大規模に堤防が
欠けて堤防の決壊の
おそれがあるとき。

水の勢いを弱め、堤
防が崩れるのを防ぎ
ます。

演習状況の写真

水防団などが、洪水時に水防

工法などを駆使して被害を最小

限にする活動を水防活動といい

ます。

水防活動は、現在有する治水

機能を最大限に発揮させるもの

として、河川改修等の治水事業

とならぶ「車の両輪」として非常に

重要な使命を持っています。

右図で、さまざまな水防工法の

うちの一例を紹介します。

どのような時に？

得られる効果

積土のう工法

河川が増水し、洪水
が堤防を越えるおそ
れがあるとき。

洪水が堤防を越えて
水があふれることを
防ぎます。

どのような時に？

得られる効果

演習状況の写真

ざ い さ ん か せ ん か い し ゅ う

つ く た い さ く

ひ よ う

こ ん ぜ つ

か せ ん か い し ゅ う

た い さ く ひ が い

た い さ く

おさ て い き ょ う

ひ な ん ゆ う ど う じゅう じつ

じょう ほう

ぶ ん た ん せ き に ん

き て い

ぶ ん た ん ぎ

む き て い

じ ち そ し き

でん

と う て き

け い い

し ゅ た い

せ き に ん

く し ひ が い

ち す い

き の う は っ き

か せ ん か い し ゅ う ち す い じ ぎ ょ う

り ょ う り ん

し め い

し ょ う か い



線路上に土のうを積み、補強が完了し
た様子です。結果的に今回の洪水で
は、水位が線路上まで上昇することは
ありませんでしたが、いざと言うときの
ためにも水防活動は非常に重要です。

左岸側から撮影。

水位が上昇し、ＪＲ越後線信濃川分水橋梁の橋桁すれ
すれを濁流が流れていきます。

小千谷市小千谷市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

南魚沼市南魚沼市

十日町市十日町市

見附市見附市

新潟市新潟市

新潟県新潟県 福島県福島県

湯沢町湯沢町 群馬県群馬県

平成２３年７月新潟・福島豪雨

洪水等による水の災害防止対策（ソフト対策）

平成２３年７月新潟・福島豪雨の対応

大河津分水路に架かるＪＲ越

後線：信濃川分水橋梁の堤防

取付部分は、まわりの堤防より

低くなっているため、今回豪雨

の増水により、水があふれ出す

危険性がありました。

このため、燕市と長岡市の水

防団、水防活動支援の要請を

受けた国土交通省信濃川河川

事務所は、一時的に線路上に

土のうを積み、水があふれない

ように対策を行いました。

ＪＲ越後線
信濃川分水橋梁

ＪＲ越後線：信濃川分水橋梁（長岡市寺泊北曽根地区及び燕市野中才）の対応

長 岡 市

燕 市

116

402

平成23年7月30日12時頃

平成23年7月30日11時頃

ＪＲ越後線

ＪＲ越後線
信濃川分水橋梁

大河津分水路に架かる国道116号大河津橋の上から上流方向に向かって撮影。

川幅いっぱいに水が流れ、ＪＲ越後線信濃川分水橋梁の橋桁にもうすぐ水が届きそうな状況でした。

ＪＲ越後線
信濃川分水橋梁

平成23年7月30日13時頃

約１m

まわりの堤防をかさ上げして現在の高さになった
時期よりもＪＲ越後線が造られた時期の方が古い
ため、まわりの堤防よりＪＲ越後線が約1m低く
なっています。

ＪＲ越後線

まわりの
堤防の高さ

応急対策で
積んだ土のう

燕市と長岡市の水防団、水防活動支援の要請を受
けた国土交通省信濃川河川事務所が協力し、ク
レーンなどを使い土のうを積む作業を行いました。

平成23年7月30日11時頃平成23年7月30日12時頃

ＪＲ越後線

応急対策で
積んだ土のう

つ ば め しえ ち ご き ょ う り ょ う な が お か し て ら ど ま り き た そ ね およ の な か さ い

お お こ う づ ぶ ん す い ろ か えち

ご き ょ う り ょ う

ご う う

つばめ し な が お か し

し え ん よ う せ い

こ く ど こ う つ う し ょ う し な の が わ か せ ん

じ む し ょ

た い さ く

ぞ う す い



テレビ画面

平成２３年７月新潟・福島豪雨

洪水等による水の災害防止対策（ソフト対策）

防災情報の提供

防災情報

防災情報の入手③（ＮＨＫ新潟放送局のデータ放送）

防災情報の入手①（ホームページ）

大雨が降って洪水の危険が

ある時など、災害に備える上で

さまざまな情報は非常に大切

なものです。情報を得る上でテ

レビやラジオも情報源の一つで

すが、国や都道府県では水位

や雨量を観測し、情報提供を

行っています。災害に備えるた

めにも有効に防災情報を活用

しましょう。

国土交通省や各

都道府県などでは、

各地にレーダ観測

所をはじめ、気象

観測装置を設置し

て情報を収集して

います。河川の計

画を行う際の資料

としたり、河川を管

理する際にも役立

てています。 図 気象観測のイメージ

ＮＨＫのデータ放送では、県内各観測所における水位の増減や状
況（基準水位）を視覚的にリアルタイムに確認することができます。

ＮＨＫ（総合）にチャンネル
を合わせた後、テレビのリ
モコンのデータ放送ボタ
ンを押します。

ＮＨＫ（総合）データ放送トップ画面に
ある「河川水位情報」を選択します

※水位や雨量は数値では表示されません。

３

２

テレビ画面

１ データが表示されます

水位名称に応じ、示す位置が変わ
ります。

「正常水位」
「水防団待機水位」
「はん濫注意水位」、
「避難判断水位」
「はん濫危険水位」

水位の増減傾向を表示します。
「 」（増加：赤文字）
「 」（変化なし）
「 」（減少）

水位名称に応じ、表示が変わります。

雨量の状況を地図上で表示します。
（雨量強さにより色が変化）

水位名称に応じ、波の高さが５段階
に変わります。

【信濃川河川事務所ＨＰトップページ】

信濃川河川事務所のホームページから、防災
情報をはじめ、さまざまな情報が入手できます。

信濃川河川事務所 検 索

③ＵＲＬを直接入力する
http:// i.river.go.jp

観測所

《 水位・雨量等 》

さまざまな情報の収集

１ トップページより 「信濃川防災ナビ」 にアクセス
します

２

水 位 や 雨 量
など、リアルタ
イムな情報を
知ることが出
来ます。

行政機関の
役割や災害
への取組み
に 関 す る 情
報、また皆さ
んが水害に
備 え る た め
の情報を知
ることが出来
ます。

日本国内や、
信 濃 川 流 域
で発生した災
害の歴史を知
ることが出来
ます。

災害に関す
る基礎知識
を知ることが
出来ます。

防災情報だけではなく、さまざまな役立つ情報を発信しています

防災情報の入手②（携帯電話）

携帯電話から防災情報を入手
できます。

川の防災情報 検索

下記のいずれかの方
法でアクセスできます。

※「川の防災情報」のアド
レス・QRコードは、河川看
板等にも表示しています。

１ ２

川の防災情報
の入手はこち
らから

① 検索する

② ＱＲコードを利用する

上記の情報にアクセスでき
ます。

レーダ観測所

《 雨量 》

じ ょ う ほ う

じ ょ う ほ う

そな

じ ょ う ほ う え

じ ょ う ほ う げ ん

う り ょ う か ん そ く じ ょ う ほ う て い き ょ う

そな

じ ょ う ほ う

じ ょ う ほ う

し な の が わ か せ ん じ む し ょ

じ ょ う ほ う じ ょ う ほ う

じ ょ う ほ う

け い た い で ん わ じ ょ う ほ う

に ゅ う し ゅ

じ ょ う ほ う に ゅ う し ゅ

に ゅ う し ゅ に ゅ う し ゅ

か ん そ く じ ょ ぞ う げ ん じ ょ う

きょう き じゅん すい い し か く て き か く に ん

じ ょ う ほ う し ゅ う し ゅ う

こ く ど こ う つ う し ょ う

か ん そ く

か ん そ く そ う ち せ っ ち

じ ょ う ほ う し ゅ う し ゅ う

さ い

さ い



治水安全度評価例

平成２３年７月新潟・福島豪雨

洪水等による水の災害防止対策（ソフト対策）

新たな技術

より高性能な雨量観測レーダ（ＸバンドＭＰレーダ） 航空レーザ測量による治水・安全度評価

近年、局地的な大雨（いわゆるゲリラ豪雨）や集中豪雨による浸水

被害が頻発しています。適切な水防活動や河川管理を行うため、よ

り高性能な雨量観測レーダである「ＸバンドＭＰレーダ」の試験運用を

開始しました。この情報は、ホームページで見ることができます。

従来の技術 新しい技術

観測間隔 ： ５分
最小観測面積 ： 1,000m（１ｋｍ）メッシュ
観測から配信に要する時間 ： ５～１０分

観測間隔 ： １分
最小観測面積 ： 250ｍメッシュ
観測から配信に要する時間 ： １～２分

Ｘバンド 検 索

新たな技術であるＸバンドＭＰレーダや、

その他の技術・データを利用し、降雨に

よる浸水箇所を予測する取り組みをして

います。

航空レーザ測量とは？

飛行機やヘリコプターなどの航空機に搭載した特殊な測量

機械から地上に向けてレーザを発射し、反射して戻ってきた

レーザを解析することにより三次元のデータを取得することを

いいます。

「 Ｃ バ ン ド
レ ー ダ 」 と
いいます

「ＸバンドＭＰ
レ ー ダ 」 と
いいます

図 航空レーザ測量の概念図

近年、集中豪雨や度重なる台

風の上陸により、全国各地で大

規模な水害が発生しており、とり

わけ、局所的な豪雨の影響を

受けやすい中小河川においては

甚大な被害が発生しています。

治水対策の推進や実効的な

危機管理の実現などを目指して

いくためには、河川を適切に把

握・評価し、一般に公表すること

が必要です。

しかし、中小河川では、測量や、

水位、流量観測などが十分に

実施されていない箇所も多く存

在します。

このため、従来からのデータ収

集、解析手順にこだわらず広範

囲の地形データを高密度で簡

便に取得できる航空レーザ測量

を活用し、治水安全度の評価を

行いました。治水安全度評価は

ホームページで公開しています。

30年に一度程度発生すると
想定されている降雨に対応
している区間

10～30年に一度程度発生す
ると想定されている降雨に対
応している区間

10年に一度程度発生すると
想定されている降雨に未対
応の区間

航空レーザ測量を
活用した治水安全
度評価

検
索

ホームページでは任意の場所
の治水安全度評価を閲覧する
ことが出来ます。

期待される効果の例

こ う せ い の う う り ょ う か ん そ く

き ん ね ん き ょ く ち てき ご う う ご う う し ん す い

ひ が い ひ ん ぱ つ て き せ つ

こ う せ い の う う り ょ う か ん そ く し け ん う ん よ う

じ ょ う ほ う

こ う く う そ く り ょ う ち す い ひ ょ う か

き ん ね ん ご う う た び か さ

だ い

き ぼ

き ょ く し ょ て き ご う う え い き ょ う

ち ゅ う し ょ う か せ ん

じ ん だ い ひ が い

ち す い た い さ く す い し ん じ っ こ う て き

て き せ つ は

あ く ひ ょ う か い っ ぱ ん

ち ゅ う し ょ う か せ ん そ く り ょ う

り ゅ う り ょ う か ん そ く

じ っ し か し ょ

じ ゅ う ら い しゅう

しゅう か い せ き て じ ゅ ん こ う は ん

い こ う み つ ど かん

べん し ゅ と く こ う く う そ く り ょ う

ち す い ひ ょ う か

ち す い ひ ょ う か

こ う う

し ん す い か し ょ よ そ く


